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32ビットカラーラップトップパーソナルコンピュータ

"B32+XC”

32bitColorLaptopComputers

ラップトンプパーソナルコンピュータの普及に伴い,カラー化のニーズが

高まってきた｡これに対処するため,日本語対応可能な640ドット×400ドット

の10インチカラー液晶ディスプレイを搭載したB32LXCを開発した｡

B32LXCは,B16シリーズのパーソナルコンピュータと立換性がある｡表示部

の発色数は16色である｡8色のカラー液晶ディスプレイを用いて制御回路のく

ふうで発色数を2倍化した｡さらに,インテル社製の32ビットCPU386TM削)sx

を採用し,処理能力をB16LXwに比べて最大2倍に向上させた｡大規模カスタ

ムLSIの開発によr),従来機とほぼ同一サイズの筐(きょう)休にまとめた｡

n 緒 言

ラップトンプパーソナルコンピュータ(以下,ラップトッ

プパソコンと略す｡)は,省スペース件と‾叶搬件のニーズの高

まり,平向ディスプレイの人形化および高集積化の技術的進

捌こよって昭和60年に登場した｡以後,ラップトンプパソコ

ンの市場は順調に推移し,パーソナルコンピュータ(以下,パ

ソコンと略す｡)全体の30%を占めている｡ラップトップパソ

コンの重要な要素である平面ディスプレイは,高画質化と高

精細化が進み,カラー表示が実現できる技術レベルに達して

いる｡

H〕工製作所では,昭和62年10ノ1にプラズマディスプレイ搭

載のB16LXを巾場に投入し,以来,B16LXシリーズのライン

アップを強化し顧客ニーズに対応してきた｡当初から最重点

課題と考えていたカラー表示が可能なラップトノブパソコン

B32LXC(図1)を,平成2年3月に製品化した｡B32LXCは,

カラー液晶ディスプレイを搭載するだけでなく,大規模化,

俊雄化するソフトウェアを効率よく実行するために,32ビッ

トのCPU3861､M削)sxマイクロプロセッサを採用するなど処理

能力の向上も実現している｡

本稿では,B32LXCの特長およびカラー液晶ディスプレイの

表示制御技術について述べる｡

※1)386と387は,米国インテル社の登録商標である-)
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図I B32LXCの外観 B16LXシリーズのデザインコンセプトを継承

している｡表示装置は,フイルム位相差式カラー液晶ディスプレイを搭

載している｡

囚 B32LXCの特長

B32LXCの機能仕様を表1に示す｡特長は,B16シリーズと

互換性を確保しながら,カラー液晶ディスプレイの搭載,処

理能ノJの向上など,機能の向上を図ったことである｡また,

符(きょう)体はB16LXシリーズとほぼ同じ外形寸法にまとめ

ている｡以､卜,その内答について述べる｡

*l卜試製作所マイクロエレクトロニクス機器開発研究所 **H立製作所獣よ野1二場 ***H克製作所茂駄工場 ****口立製作所OA事業部
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表IB32LXCとB16LXwの機能比較 B32LXCは表示部だけでなく･処那巨力も強化している0表中で網伏せした個所が強化した仕様である｡

項 目 B32LXC B】6LXw

プロセッサ

CPU 80386TM削)sx 80286

クロック(MHz)
･l±:lO

16 8

演算フロセッサ 的387TM労りsx(オプション) 非サポート

メモリ
標準(Mバイ ト) l l

取大(Mハイ 卜) 5 2

ディスク

FDDタイフ 3.5インチ2台l.2/0.7Mバイト 3.5インチ2台12/07Mバイト

HDDタイプ
FDD 3.5インチl台l.2/0.7Mバイト 3.5インチ】台】.2/07Mバイト
HDD 3.5インチ1台 40Mバイト 35インチlム 20または40Mバイト

表 示

ディスプレイ カラー液晶ディスプレイ CRTディスプレイ

仁]

白黒液晶ディスプレイ CRTディスプレイ
解像度 640×400 640×400/640×494 640×400 640×400/640×494
表示色 柑色 】6/4′096色 8階調 帽色

アスペク 卜比 1 1 l l ll.2 l l

画面サイズ 】0インチ 14インチ 10インチ 14インチ
インタフェース ディジタル アナログ ディジタル アナログ

スロット
拡張スロッ 卜 l(B柑シリーズ互換) l(B16シリーズ互換)

メモリスロット =2または4Mボード)
犬

l(=Ⅵボード)

OS

MS-DOS媒Z) 標準 サポート 標準 サポート

MDOS オプションサポート オプションサポート

MSOS/2転2) オプションサポート 非サポート
外形寸法mm) 幅327×奥行き407×高さ90 幅327×南行き407×舌さ80
消費電力(W) 80

う■こ 同

65

質量(kg) 7.Z 7.2(FDDタイプ)･77(HDDタイプ)
発売時期 平成2年3月 平成元年3月

注:略語脱明 FDD(FloppyDiskDrive)･HDD(HardDiskDrive).MDOS(Mu■titaskDiskOper∂tingSystem)

2.1引6シリーズの互換性確保

B32LXCでは,既存のハードウェアおよびソフトウェア資源

が流用できるように,B16シリーズと互換性確保を第一に考え

て開発した｡従来の応用ソフトウェアとオプションカードが

使用できる｡また,外付け機器として,プリンタ,ファイル

装置およびCRTディスプレイも同様である｡特に,CRTディ

スプレイを接続して使用する場合には,デスクトップパソコ

ンB16EXⅢと同等の表示機能が使用できる｡CRT表示の場

合,表示解像度は640ドット×400ドットと640ドット×475ド

ットの二つのモードをサポートしており,表示色は4,096色の

うちから任意の16色を選択して表示することができる｡

2.2 カラー液晶ディスプレイ

B32LXCには,日立製作所が開発したカラーLCD(液晶ディ

スプレイ)を搭載している｡高画質なカラーLCD(位相差フイ

ルム式STN:SuperTwistNematic方式)を業界に先駆けて

開発し採用した｡これにより,従来方式のカラーLCD(二層式

STN方式)と比較して,色むらが少なくなるとともに表示画面

の明るさも10%改善できた｡さらに,視野角が上下方向で10

%,左右方向で20%広くなった｡位相差フイルム式と二層式

カラーLCDの構造を図2に示す｡両方式では,表示用液晶層

で生じた光の位相差を補償する手段が異なる｡補慣用液晶層

を用いるのが二層式で,位相差フイルムを用いるのが位相差

フイルム式である｡このような技術をいち早く採用すること
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図2 STN(SuperTwistNematic)方式カラーLCD(液晶ディスプレイ)

の構造比較 採用した位相差フイルム式は,二層式に比較して薄く,

光の透過率も高くなる｡

で,より高画質な表示品質を提供している｡

また,16色表示を実現し,表示画面の表現力を強化した｡

搭載したカラーLCDが8色の表示能力であるにもかかわらず,

表示制御凶路のくふうによって16色表示を実現している｡16

色化の詳細な技術内容については,3章で述べる｡

2.3 処理能力の向上

シングルタスクのOSであるMS-DOS鎖2)に続くマルチタスク

※2)MS-DOSとMSOS/2は,米匝Jマイクロソフト社の登録商標

である｡



OSのMS OS/2※2)の登場によr),ソフトウェアが大規模かつ

複雑になっている｡これを効率よく実行するため,B32LXCで

はハードウェアの性能向上を図っている｡

cpuは,インテル社製の386TM※1)sx(16MHz版)を採用し

ている｡このCPUは,32ビットのアーキテクチャであるもの

の,外部のデータバス幅が16ビットとなっており,回路の′ト

形化に最適である｡パソコンの処理能力は,CI)Uの性能だけ

でなく,CPUがアクセスするメモリシステムに大きく依存す

る｡この点を考慮し,メモリシステムには,80nsの高速アク

セスが可能なダイナミックRAMを採用し,その特殊な動作モ

ード(高速ページモード)を活月けるメモリ制御方式としてい

る｡これによr),CPUが効率よくメモリシステムにアクセス

できるため,処理速度は,日立製作所の16ビットラップトッ

プパソコンと比較して,1.6～2.0倍向上した｡さらに,メモ

リシステムでは,容量を2.5倍化して5Mバイトまで拡張可能

となっている｡標準仕様の1Mバイトに加えて,拡張用メモ

リカードは,1Mバイトと4Mバイトのどちらか1枚を装着

することができる｡また,MS-DOS#2)の標準的なメモリ拡張

仕様であるEMS#ニj)(ExpandedMemorySpecifications)を使

用する応用ソフトウェアが増えているため,B32LXCはメモリ

システムをEMS対応で利J二Ijできるようにしている｡これによ

r),MS-DOS※2〕の制約であるメモリ空間(640kバイト)を超え

る応用ソフトウェアも所用してもらえる｡

また,B32LXCでは,インテル社製の387TM削)sxを実装し

た演算プロセッサ付きの機種も用意した｡この機種は,演算

プロセッサが付いてない標準の機種と比較して数値演算速度

が最大20倍と高速化されるため,科学技術計算などの用途に

過している｡

2.4 高集積回路

B32LXCでは,高集積化技術と高密度実装技術を積極的に

活用し,モノクローム表示の16ビットラップトソプパソコン

(B16LXw)とほぼ同一の外形寸法の筐体にまとめた｡

前述したように,処理能力向上のため,B32LXCのハードウ

ェアは大規模化している｡大容量化した拡張メモリカードの

装着スペースや,演算プロセッサを実装する主基板のスペー

スを確保するため,大規模LSIと表面実装部品の採用により,

回路の小形化を図っている｡主基板上の部品点数をB16LXw

比で20%削減し,B32LXC全体の基板は,従来とほぼ同一のサ

イズにまとめることができた｡

これにより,筐体内部の構造変更を最小限にとどめ,B16LX

シリーズの特長である前面操作形フロッピーディスクを継承

し,優れた操作性とディスクをローディングするときの省ス

ペース性が確保できた｡

※3)EMSは,米国ロータス社,インテル社およびマイクロソフ

ト社が提唱している拡張メモリの仕様である｡

32ピットカラーラップトップパーソナルコンピュータ"B32LXC''695

B 液晶ディスプレイ表示制御技術

MS OS/2妓2)が16色表示を前提にしていることから,今後,

16色の表示機能を最大限に活用する応用ソフトウェアが増加

していくと推察される｡このため,B32LXCでは,8色表示の

カラーLCDの採用と階調表示技術の導入によって16色表示を

実現している｡

3.1階調表示技術

階調表示技術は,日立製作所が国内で初めてラップトップ

パソコンに採用した技術である｡階調表示の実現手段には,

1画素の点灯時間を制御するパルス幅変調方式と,1画面周

期(約15ms)の単位で画素の点灯と非点灯を制御するフレーム

間引き方式がある｡前者は,カラーLCDの構成要素である液

晶駆動用LSIに制御機能を内蔵する構成となる｡一方,後者

は,カラーLCDを制御するパソコンの表示回路に制御機能を

内蔵する構成となる｡採用したカラーLCDが内蔵している液

晶駆動用LSIには,パルス幅変調機能がないため,後者のフレ

ーム間引き方式を採用することにした｡

フレーム間引き方式は,LCDの残像特性を利用した視覚的

な積分効果により,階調表示を実現するものである｡1画面

周期単位で点灯と非点灯の割合を1対1にすると,輝度レベ

ルが低下する(図3)｡この割合を変えることによって輝度レ

ベルが変化する現象を利用して,複数レベルの階調表示が可

能となる｡

3.216色表示技術

カラーLCDは,CRTディスプレイと同様に,RGB(赤･緑･

青)各画素の点灯と非点灯の組み合わせで8色表示を実現して

いる｡階調表示技術を導入し,各画素単位で輝度レベルを制

御することにより,カラーLCDの発色数を増加できる｡原理

的には,輝度レベルを多くとれば多色表示が可能になるが,

ちらつきが発生するなど画質面での問題がある｡高画質を確

保しながら,輝度レベルなどのパラメータを決定することが

T

r=去s

軍
票

¢

通常輝度
レベル

低輝度
レベノレ

図3 フレーム間引き方式の階調表示 ｢日立+の｢日+は通常表

示,｢立+はフレーム間引き方式による低輝度レベルの階調表示である｡
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図4 中間色表示による発色数の増加 R(赤),G(緑),B(青)各画素を点灯･非点灯する位相を変えて,階調表示
することにより,ちらつきがない中間色表示を実現している｡

16色表示技術のポイントである｡

カラーLCDは,RGBの3画素が横方向に並んで1ドットを

形成しており,(640×3)×400画素で両面全体を構成してい

る｡階調表示を利用した多色表示のちらつきは,隣接してい

るRGBの各画素を同一の輝度レベルに下げたときに発生する｡

同一輝度レベルの階調表示は,点灯と非点灯のタイミングが

同じ位相になり,3画素同時に点灯と非点灯を繰r)返すこと

がちらつきの原因である｡そこで,RGBの各画素の点灯と非

′朋丁のタイミングが異なるように位相パラメータを制御した
結果,ちらつきを除去できた(図4)｡この条件に合致する位

州パラメータは合計36種類存在した｡この中から,識別件が

高い中間色を8種類選択し,中間色表示しない通常の8色と

合わせて,16色表示を実現している｡

今後も,このような多色化技術の発展に努め,表現力のあ

る表示機能をいち早く顧客に提供していきたい｡すでに,4,096

色表示の実現に向けて技術的な見通しを得ている｡

【】結 言

B32LXCは,B16シリーズと高度な互換性を持つカラー表ホ

が可能な32ビットラップトップパソコンである｡表示装置に
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は,位相差フイルム式のSTNノ7式カラー液晶ディスプレイを

業界で初めて採川した｡階調表示技術を導入することにより,

ディスプレイの発色数を2倍にし,16色表示を実現した｡ま

た,32ビットのインテル社製3861､～1削)sxの搭載と高速メモリ

の採用により,B16LXwに比べて1.6～2.0倍の処理惟能向上

を達成した｡さらに,演算プロセッサ(インテル社製387■IIM削)

SX)搭載機種も用意し,数値演算は最大20倍の高速化を達成

した｡以_Lのような機能向_卜を図ることによl),MS OS/2※2)

の利用が可能になった｡高集積回路の開発により,B16LXw

と向一設置面積のコンパクトな筐体にまとめることができた｡

このように,B32LXCはコンパクトな筒体にもかかわらずデス

クトップパソコンに劣らない本格的な業務川途に使用できる｡
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